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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月7日(2010.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　各放射素子の端部（端部１１Ａ～１４Ａ）は接地パターン１５に接続される。接地パタ
ーン１５は、複数の金属ネジ８の各々のネジ頭と接触する。上述したように金属ネジ８の
ネジ部分は金属スペーサ６および接地導体２を貫通する。複数の金属ネジ８によって、接
地パターン１５と金属スペーサ６と接地導体２とが短絡される。これにより各放射素子の
端部（端部１１Ａ～１４Ａ）は接地導体２と短絡される。すなわち、接地パターン１５、
複数の金属ネジ８、および金属スペーサ６は、各放射素子１１～１４の端部を接地導体２
に短絡するための短絡部を構成する。
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